
ケニア便り ゆっくり ゆっくり

♪

No.４ ２００７．１２．３

１１月の中旬ごろから日本では暖房を使い始めたと聞きました。みんな、カゼなどをひかず元気にやっ

ていますか。私の町はとても暑いです。日中は３０度くらいまで上がり、標高が高いせいもあってとても

日差しが強く、日に当たると頭が痛くなってきます。でも日陰に入ると涼しいです。たった１週間で私は

真っ黒です。さて、今日は学校の様子を少し紹介したいと思います。

私の勤める RangweTownshipAcademyラングウェタウンシップ学院

では、１１月１６日に修了式がありました。新年度が始まるのは来

年の１月７日からです。ケニアは１月～３月、５月～７月、９月～

１１月の３学期制で、４月・８月・１２月に約１ヶ月の休みがあり

ます。

毎朝７時５０分の朝会から始まり、夕方５時まで学校にいます。

毎日１０コマの授業があり（公立は９コマ、４時ごろ終わる）、１

時間は４０分の授業時間です。教科は、スワヒリ語・英語・社会・

算数・理科・宗教・体育です。（でもこの学校で体育の授業をやっ

ているのはみたことはありません。）

①の写真の男の子・ダンカン君（８年生）が持っているかばんは、

日本でいうランドセルみたいなもので「Sandukuサンドゥック」と

いいます。ジュースなどの瓶のふたを作るときに印刷で失敗した鉄

板をつかって作られています②。

でも、このかばんを持っていない生徒もいます。その生徒たちは、

ビニールの買い物袋を使っています③。ケニアでは教科書は自分で

買って準備をしなければいけないので（公立は学校が教科書を貸し

出しているとか？！）ほとんどの生徒は教科書を持っていません。

授業中に先生が言うことを一生懸命写したノートを袋やかばんに

入れて大切に持っています。

③の写真を見てわかるように、床はコンクリートです。机が十分

になく棚などはないので、荷物の整理をするときはそのまま床にノートを広げまず。日本のように上履

きにはきかえる習慣はないので、土の上に荷物を広げているような感じです。

④の写真のように、机といすはくっついています。ここにふ

つう３人の生徒が座ります。机といすが足りない学年もあって、

遅れてきた生徒は床に座っています。私もこのいすに座って手

紙を書いたりしてみたのですが、自分で机といすの距離を調整

することができないし、高さも日本のように身長に合わせたも

のではないのでとても使いにくいと思いました。

⑤の写真は、他の学年がテストを受けるとき、机といす、さ

らに教室まで貸すことになるので、教室を貸した学年は外で勉

強をしています。さすがにテストのときは、２人で座るようで

す。

この学校は幼稚園２クラスと１年生から８年生まで各学年１

クラスずつで２５０～３００名の生徒がいます。生徒数がはっ

きりしないのは、この学校は私立のため学費が払えなくなって

退学する生徒がいるからです。

《編集後記》学校の先生や生徒に日本のことを紹介してほしいと言われました。でも日本での生活は

私にとって当たり前すぎて、写真などを準備して来ませんでした。みんなだったらどんなことを他の

国の人に伝えますか。もしよかったら、日本の学校のことや一日の生活の流れ、家族のこと、日本の

四季や行事、日本の観光名所、自分の町を紹介する写真や手紙を書いてもらえるとうれしいです。

【鶴田佳代子】
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スワヒリ語を話そう！

A: Habari gani?（ハバリ ガニ？）

B: Nzuri. (ンズリ）

英語の How are you? I’m fine.にあたり「元気ですか」「元

気です」という会話です。「とても元気です」というときは、sana

サーナをつかい「Nzuri sana.（ンズリ サーナ」といいます。

A:おはよう Habari za asubuhi?（ハバリ ザ アスブヒ？）

B:おはよう Nzuri sana.（ンズリ サーナ）

日本語の「Aおはよう」「Bおはよう」英語の「A:Good morning」

「B:Good morning」のように同じ言葉では返しません。スワヒリ

語をそのまま日本語にすると「朝はどうですか」「とてもいいです」

になりますが、これがスワヒリ語の「おはよう」「おはよう」の会

話になります。
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